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て
い
る
。

一
方
、
除
菌
の
医
療
体
制
は
整
い
、

2
0
1
3

年
か
ら
、
「
ピ
ロ
リ
菌
感
染

胃
が
ん
で
亡
く
な
る
人
を
ゼ
ロ
に
す
胃
炎
」
と
診
断
さ
れ
た
人
の
ほ
ぽ
全
員

る
こ
と
は
、
か
つ
て
の
胃
が
ん
大
国
・
が
保
険
診
療
で
除
菌
治
療
が
受
け
ら
れ

日
本
の
医
療
界
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
。
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
小
児
に
は
適

1
9
8
3

年
、
豪
州
の
医
学
者
J

R

．
用
が
な
い
）
。
そ
の
結
果
、
除
菌
に
成

ウ
ォ
レ
ン
と

B

・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
「
へ
功
し
て
、
胃
が
ん
の
心
配
の
な
い
人
生

リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ

1
1

ピ
ロ
リ
菌
」
を
送
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
。

を
発
見
し
、
胃
炎
と
胃
・
十
二
指
腸
潰
最
終
目
標
の
胃
が
ん
の
「
完
全
撲
滅
」

瘍
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
発
生
す
る
に
も
希
望
の
光
が
差
し
て
き
た
。
胃
が

こ
と
を
学
術
誌
に
報
『
i
!
i
!
!
!
!
!
!
!
!
!
i
~
ん
は
撲
滅
可
能
な
数

—— 

胃
が
ん
ゼ
ロ
大
作
戦
＝
少
な
い
が
ん
の
一
っ

三
:
[
9
ロ
ロ

日
本
人
の
胃
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
ピ
ロ
胃
が
ん
の
発
生
数
・
年
齢
調
整
罹
患
率
、

リ
菌
に
起
因
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
死
亡
数
・
同
死
亡
率
は
と
も
に
顕
著
に

た
の
で
あ
る
。
低
減
し
て
い
る
。
死
亡
数
は

5

年
間
で

現
在
、
日
本
人
の
胃
が
ん
を
「
予
防
」
約

5
0
0
0

人
減
の
約
4

万
5
0
0
0

し
、
か
つ
日
本
列
島
か
ら
「
撲
滅
」
す
人
で
、
肺
・
大
腸
が
ん
に
次
ぐ
第

3

位

る
に
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
が
最
も
効
に
後
退
し
た

(
2
0
1
8
年
が
ん
統
計

率
が
良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
除
菌
予
測
）
。

を
萎
縮
性
胃
炎
な
ど
の
前
が
ん
状
態
が
胃
が
ん
撲
滅
の
大
原
則
は
、
《
新
た

生
じ
る
前
に
行
え
ば
予
防
効
率
は
非
常
な
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
を
減
ら
す
こ
と
》

に
高
く
、
若
い
時
期
の
除
菌
は
胃
が
ん
で
あ
る
。

1
9
8
0

年
代
に
ピ
ロ
リ
菌

の
予
防
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
感
染
率
の
低
か
っ
た
世
代
が
、
そ
の
後

「
令
和
」
を
担
う

若
者
世
代
に
贈
る
！

も
感
染
率
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
胃
が

ん
発
生
年
齢
に
達
し
た
こ
と
が
カ
ギ
に

な
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
生
活
環
境
の

急
速
な
改
善
が
あ
る
。
劣
悪
な
生
活
環

境
に
あ
る
国
々
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染

率
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

生
活
環
境
が
整
備
さ
れ
た
令
和
時
代

の
主
な
感
染
経
路
は
、
乳
幼
児
と
母
親

の
口
か
ら
口
へ
の
ル
ー
ト
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
《
新
た
な
感
染
者
》

を
生
ま
な
い
た
め
に
は
、
成
人
後
早
期

の
除
菌
、
あ
る
い
は
新
婚
世
代
が
子
供

を
授
か
る
前
に
、
風
疹
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
と
と
も
に
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
を

調
べ
、
陽
性
者
は
除
菌
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
萎
縮
性
胃
炎

の
発
生
前
除
菌
に
な
り
、
個
人
的
に
も

効
果
的
な
胃
が
ん
予
防
策
と
な
る
。

世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
る
日
本
の
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
学
は
、
そ
の
叡
智
を
結
集

し
、
世
界
初
の
「
胃
が
ん
撲
滅
国
」
を

目
指
し
て
い
る
。
「
胃
が
ん
の
撲
滅
」

は
世
代
を
ま
た
ぐ
長
期
で
壮
大
な
医
療

行
動
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
仮
に
、
国

が
「
胃
が
ん
撲
滅
法
」
と
い
っ
た
法
律

を
施
行
さ
せ
、
本
気
で
取
り
組
め
ば
、

胃
が
ん
大
国
は
一
気
に
「
胃
が
ん
の
無

い
国
」
に
大
転
換
を
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
。

東
海
大
学
医
学
部

消
化
器
内
科
学
教
授
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編
集
部
企
画
「
漢
方
が
胃
を
切
っ

た
人
を
救
う
」
の
創
案
者
・
故
北
島

政
樹
先
生
（
元
国
際
医
療
福
祉
大
学

副
理
事
長
・
名
誉
学
長
／
元
本
紙
顧

間
医
師
）
が
急
逝
さ
れ
、
渡
辺
先
生

も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺
漢
方
の
大
き
な
後
ろ
盾
を
失

い
、
心
に
大
き
な
穴
が
あ
い
た
感
じ

で
す
。
生
前
の
ご
指
導
に
報
い
る
た

め
に
も
良
い
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と

1
1
1
心
い
ま
す
。

編
集
部
こ
の
「
漢
方
企
画
」
を
渡

辺
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
に
、
充
実

し
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
先
生
が
漢
方
医
を
目
指
さ

れ
た
動
機
を
伺
い
ま
す
。

渡
辺
そ
の
歴
史
は
、

4

種
類
の
エ

キ
ス
剤
が
薬
価
収
載
さ
れ
、
保
険
診

療
に
導
入
さ
れ
た
1
9
6
7

年
に
始

ま
り
ま
す
。
現
在
、
約

1
5
0
種
の
エ
キ

ス
剤
が
健
康
保
険
で
使
え
ま
す
。
エ

キ
ス
剤
は
煎
じ
た
生
薬
の
薬
液
を
加

熱
し
、
温
風
で
乾
燥
さ
せ
る
、
ス
プ

レ
イ
・
ド
ラ
イ
方
式
で
製
造
し
ま
す
。

元
が
煎
じ
薬
で
す
か
ら
、
お
湯
に
溶

か
し
て
服
用
す
る
と
効
果
も
高
ま
り

ま
す
。
ち
な
み
に
「

0
0
湯
」
は
煎

じ
薬
、
「
0
0
散
」
は
粉
薬
、
「
O
O

丸
」
は
粉
薬
を
固
め
た
も
の
が
本
来

の
剤
形
で
す
。

編
集
部
エ
キ
ス
剤
の
現
代
医
療
の

中
で
の
位
置
付
け
は
？

渡
辺
今
や
、
医
師
の
8

割
以
上
が
、

漢
方
薬
を
使
用
す
る
時
代
で
す
が
、

そ
の
多
く
は
西
洋
薬
と
併
用
さ
れ
、

様
々
な
病
気
の
治
療
に
優
れ
た
効
果

を
発
揮
し
ま
す
。
本
紙
7

月
号
の
随

筆
欄
で
、
北
島
先
生
が
「
術
後
の
腸

ダ
イ
ケ
ン
チ
ュ
ウ
ト
ウ

閉
塞
に
エ
キ
ス
剤
の
大
建
中
湯
を

併
用
し
た
ら
予
想
を
大
幅
に
超
え
る

著
効
が
得
ら
れ
た
」
と
の
体
験
を
披

露
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
西
医
療
融

合
の
成
功
例
の
―
つ
で
し
ょ
う
。

漢
方
薬
の
併
用
に
よ
り
、
抗
が
ん

患
者
の
救
済
の
た
め
に

東
西
の
医
学
を
駆
使
す
る

少
林
寺
拳
法
ー
東
洋
思
想
ー

漢
方
へ
と
関
心
が
広
が
り

渡
辺
中
学
時
代
に
少
林
寺
拳
法
の

修
練
を
重
ね
る
う
ち
に
、
東
洋
思
想

—
漢
方
へ
と
関
心
が
広
が
り
、
大
学

受
験
の
前
か
ら
医
学
部
卒
業
後
す
ぐ

に
漢
方
を
専
攻
す
る
こ
と
に
決
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
入
学
直
後
に
出
会
っ
た
漢

方
の
大
家
・
大
塚
恭
男
先
生
か
ら
、

「
ま
ず
西
洋
医
学
を
し
つ
か
り
学
び

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
進
路
を
変
更

し
ま
し
た
。

国
内
で
は
内
科
学
と
免
疫
学
を
、

米
国
留
学
で
は
遺
伝
学
を
学
び
ま
し

た
。
1
9
9
5

年
に
、
よ
う
や
く
大

塚
先
生
に
弟
子
入
り
を
許
さ
れ
、
北

里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
に

入
所
し
、
煎
じ
薬
（
生
薬
）
に
よ
る

伝
統
漢
方
の
診
療
と
研
究
に
打
ち
込

み

み
ま
し
た
。
体
全
体
を
診
る
伝
統
漢

方
に
関
わ
り
始
め
、
奥
の
深
さ
に
、

剤
の
副
作
用
の
神
経
障
害
・
下
痢
・

口
内
炎
な
ど
が
和
ら
ぎ
、
が
ん
治
療

が
促
進
さ
れ
ま
す
。
人
間
の
生
命
活

動
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
特
有

の
働
き
が
、
全
身
性
の
代
謝
性
疾
患
、

慢
性
疾
患
、
種
々
の
機
能
障
害
や
「
未

病
」
、
「
フ
レ
イ
ル
」
な
ど
を
上
手
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
風
邪
、
便

秘
、
冷
え
症
、
こ
む
ら
返
り
な
ど
は
、

漢
方
が
得
意
と
す
る
分
野
で
す
。

編
集
部
漢
方
は
西
洋
医
学
と
融
合

し
て
現
代
の
医
療
に
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

渡
辺
そ
の
通
り
で
す
。
日
本
は
一

つ
の
医
師
免
許
で
、
東
西
の
医
療
が

実
践
で
き
ま
す
。
西
洋
医
学
か
東
洋

医
学
か
を
問
う
時
代
で
は
な
く
、
患

者
さ
ん
を
中
心
に
両
者
を
駆
使
す
る

医
療
が
標
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
エ
キ
ス
剤
は
西
洋
医
学
流

の
E
B
M

（
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

医
療
）
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
医
療
制
度
は
有
効
性

と
安
全
性
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た

診
療
を
基
本
に
成
り
立
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

渡
辺
現
在
、
薬
剤
の
有
効
性
と
安

全
性
の
証
明
に
、
無
作
為
化
比
較
試

験
(
R
C
T
)が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

極
め
て
厳
格
な
条
件
の
も
と
で
、
偽

薬
（
プ
ラ
セ
ボ
）
投
与
群
を
対
照
と

聞
き
手
ア
ル
フ
ァ
・
ク
ラ
ブ
編
集
部

『
漢
力
を
語
る
』

◆
渡
辺
賢
治
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授

1
1
9
如
霊
●
淡
方
が
胃
を
切
っ
た
人
を
救
う
①

編
集
部
今
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
自
動
問
診
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
状

況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

渡
辺

2
0
0
8

年
か
ら
開
発
し
て

い
る
自
動
問
診
シ
ス
テ
ム
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
表
示
さ
れ
る
「
設
問
」

（
男
性
7
9
問
・
女
性
8
7
問
）
に
患
者

さ
ん
自
身
が
回
答
し
、
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
「
虚
実
」
、
「
寒

熱
」
、
「
気
血
水
」
の
状
態
を
ス
コ
ア

化
し
て
表
示
し
ま
す
。
「
証
」
の
予

測
は
、
現
在
、
ま
だ
人
間
が
デ
ー
タ

解
析
し
た
結
果
を
表
示
す
る
段
階
で

す
が
、
将
来
的
に
は
、

A
I

（
人
工

知
能
）
に
よ
る
「
証
」
と
「
処
方
」

の
予
測
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

編
集
部
漢
方
名
人
の
技
を
ー

T

（
情
報
技
術
）
で
1

現
す
る
も
の
で

ー

T

（
情
報
技
術
）
で

漢
方
名
人
の
技
を
再
現
す
る

編
集
部
漢
方
の
歴
史
は
、
ず
い
ぶ

ん
長
い
で
す
ね
。

渡
辺
中
国
の
漢
代
に
集
大
成
さ
れ

た
医
学
体
系
が
、
5
.
6

世
紀
頃
に

日
本
に
渡
来
し
、
そ
の
後
、
日
本
で

独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

「
漢
方
」
と
い
う
言
葉
は
江
戸
時
代

に
日
本
で
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
中
国

の
伝
統
医
学
は
「
中
医
学
」
と
呼
ば

れ
、
長
い
歴
史
の
中
で
漢
方
と
は
体

系
が
異
な
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
部
伝
統
的
に
は
、
煎
じ
薬
が

主
役
で
し
た
が
、
最
近
は
エ
キ
ス
剤

が
主
流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

し
て
、
漢
方
薬
の
「
真
価
」
を
比
較

評
価
し
ま
す
。
試
験
で
医
師
も
患
者

も
ど
れ
が
実
薬
か
偽
薬
か
は
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
「
二
重
盲
検
試
験
」
が

最
も
厳
密
な
試
験
で
す
。

エ
キ
ス
剤
に
は
味
や
匂
い
な
ど
が

あ
る
た
め
試
験
に
は
な
じ
み
難
い
の

で
す
が
、
関
係
者
の
努
力
と
技
術
の

進
歩
で
、
臨
床
の
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根

拠
）
は
着
実
に
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

漢
方
は
日
本
で
独
自
の

発
展
を
遂
げ
て
き
た

あ
る
種
の
感
動
を
此
え
ま
し
た
。

編
集
部

2
0
0
1

年
に
脱
應
義
塾

大
学
医
学
部
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
へ

移
り
、
主
に
エ
キ
ス
剤
（
漢
方
製
剤
）

を
使
う
保
険
診
療
に
携
わ
り
、
そ
の

後
、
環
境
情
報
学
部
教
授
兼
神
奈
川

県
顧
問
と
し
て
漢
方
の
神
髄
で
あ
る

「
未
病
」
を
始
め
、
多
く
の
研
究
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

渡
辺
総
合
的
な
診
療
が
求
め
ら
れ

る
現
代
に
あ
っ
て
、
2

つ
の
医
学
の

融
合
に
よ
る
キ
メ
細
か
い
診
療
を
提

供
す
べ
く
、
経
験
を
活
か
し
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
辺
煎
じ
薬
は
細
力
ぃ
瀾
柩
が
で

き
る
の
が
利
点
で
す
。
．
力
、
使
川

者
に
は
エ
キ
ス
剤
が
便
利
で
す
。

編
集
部
漢
J
j
の
診
断
の
晶
本
は

「
証
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

渡
辺
「
証
」
は
患
者
さ
ん
の
休
四

や
病
状
を
示
す
物
差
し
で
あ
り
、
9
駆

終
診
断
と
も
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ

て
「
証
」
が
決
ま
れ
ば
、
治
療
方
針

（
漢
方
薬
の
選
択
）
も
決
ま
り
ま
す
。

編
集
部
「
証
」
（
診
断
）
の
決
定
に

は
医
療
機
器
は
使
い
ま
せ
ん
ね
。

渡
辺
は
い
。
五
感
を
最
大
限
に
働

か
せ
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
体
が
発
す

る
情
報
を
、
「
望
診
」
（
視
覚
）
、
「
聞

診
」
（
聴
覚
と
嗅
覚
）
、
問
診
（
症
状
・

既
往
歴
・
家
族
歴
・
体
質
な
ど
の
聴

取
）
、
「
切
診
」
（
触
診
）
の
「
四
診
」

に
よ
り
と
ら
え
、
こ
れ
に
「
虚
実
」
、

「
寒
熱
」
、
「
六
病
位
」
、
「
気
血
水
」

の
漢
方
診
断
の
要
素
を
総
合
し
て

「
証
」
を
導
き
出
し
ま
す
。

編
集
部
「
証
」
の
説
明
に
よ
く
風

邪
が
例
に
引
か
れ
ま
す
。

渡
辺
は
い
。
同
じ
風
邪
の
初
期
で
カ
ッ

も
、
患
者
さ
ん
の
体
力
に
よ
り
、
葛

コ
ン
ト
ウ
マ
オ
ウ
プ
シ
サ
イ
シ
ン
ト
ウ

根
湯
の
「
証
」
か
麻
黄
附
子
細
辛
湯

の
「
証
」
か
を
鑑
別
し
ま
す
。

編
集
部
エ
キ
ス
漢
方
（
エ
キ
ス
剤
）

は
、
何
時
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

す
ね
。

渡
辺
漢
方
に
熟
達
し
た
医
師
の
レ

ベ
ル
l
O
O
に
対
し
て
、
一
致
率
は
「
虚

実
」
で
は

9
0
%、
「
寒
熱
」
で
は

8
5
％
で
す
。
バ
ぶ
皿
水
」
で
は
「
も

う
一
，
品
ー
の
レ
ベ
ル
で
す
。
デ
ー
タ

は
東
京
大
学
仄
科
学
研
究
所
・
詞
大

学
工
学
部
な
ど
と
共
汎
で
解
析
し
て

い
ま
す
。

編
集
部

'
1
1動
聞
診
シ
ス
テ
ム
で
、

何
が
得
ら
れ
ま
す
か
。

渡
辺
無
作
為
化
比
較
成
験
で
は
表

現
で
き
な
い
「
リ
ア
ル
ソ
ー
ル
ド
の

、
"
j

個
別
化
エ
ビ
デ
ン
ス
1
1
佃
々
人
の
生

の
根
拠
デ
ー
タ
」
が
栂
ら
れ
ま
す
。

漢
方
の
科
学
性
が
闘
ま
り
、
広
い
分

野
で
の
様
々
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
自
動
問
診
シ
ス
テ
ム
は
炎
晶
・

ド
イ
ツ
語
な
ど
、
1
1
本
晶
以
外
に
6

言
語
で
利
用
可
能
で
す
。
今
、
ド
イ

ツ
で
の
使
用
が
計
圃
さ
れ
て
い
ま
す
U

世
界
が
漢
方
を
注
視
す
る
中
、
そ
の

広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

I
I

編
集
部
最
後
に
一
．
．
i
お
舶
い
い
に

し
ま
す
。

渡
辺
企
画
「
淡
方
が
胃
を
切
つ
に

人
を
救
う
」
に
は
、
淡
ガ
に
叶
し
い

第
一
線
の
先
牛
j
i
に
ご
執
喰
な
打
肌

い
し
て
い
ま
す
。
こ
削
闘
＜
／
し
、
い

集
部
（
帷
｝
‘
し
さ
い
1
1
1
ー
ん

1
1
1
1
入

"
1
1
"
ー
）
仇
叫
，
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